
ヤ
ナ
l

ヤ
ハ

ヤ
ナ
ギ
ハ
ラ
ゴ
ゼ
ン
柳
原
御
前

前
川
綱
紀
昭

笠
女
完
鮪
は
総
附
侯
樹
到
剛
山
山
町
に
録
L
.、
捌
卯
御
前

と
呼
ば
れ
た
。
又
跡
削
御
前
と
も
い
ふ
。

ヤ
ナ
ギ
ハ
ラ
ノ
コ
ジ
キ
柳
原
の
乞
食

石

川

端

印
川
の
下
杭
左
岸
仰
阪
の
地
に
ゐ
た
町
制
小
川
出
持
乞

食
で
、

2
fを
も
有
し
、
柳
似
乞
食
と
も
河
以
乞
食

と
も
い
は
れ
た
。
み
ご
H
W

-

み
ζ
一
品
川
剛
容
を
製
し
て

金
仰
の
市
巾
に
行
商
し
、V
A
乞
食
に
山
る
町
は
…
供
磁
・

か
ま
す
を
背
H
H
ふ
を
鋭
定
の
如
く
に
し
て
ゐ
た
。

ヤ
ナ
ギ
マ
チ

柳
町

金
仰
の
削
針
。
告
は
山
川

闘
訟
の
邸
地
返
よ
り
白
鑓
持
別
院
或
は
民
宗
正
党

寺、

部
宗
鮫
明
陪
な
ど
皆
柳
川
の
惣
各
中
に
含
ま
れ

て
ゐ
た
。
今
は
そ
の
匝
械
が
縮
少
し
て
居
る
。
町
名

は
柳
樹
が
あ
っ
た
か
ら
起
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

ヤ
ナ
ギ
マ
チ

柳
町

石
川
郡
中
拠
郷
に
臨
す
る

部
第
。
ヤ
ナ
ゼ

柳
瀬
羽
咋
郡

ω知
院
内
刷
版
佐
保
に
嗣

す
る
総
務
。
柳
相
聞
の
名
は
H
1
品
開
閉
年
七
月
の
一
岱
惣

分
円
納
般
に
見
え
る
。

ヤ
ナ
ゼ
デ

柳
瀬
出

羽
咋
郡

ω知
院
内
誕
生
保

邸
世
間
。
亀
岡
地
記
に
、
こ
の
H
U
名
は
阪
に
天
-止
八
年
に

見
え
る
。
茶
応
が
多
〈
、
街
物
の
附
子
が
あ
り
、
文

作
山
に
低
殺
を
製
す
る
と
記
す
る
が
、
そ
の
茶
肢
は
明

治
の
中
期
か
ら
脱
し
た
。

ヤ
ナ
ギ
ハ
ラ

柳
原
能
尖
川
剛
腕
俗
郷
に
制
す
る

部
族
。
郷
村
名
義
抄
に
、
音
問
こ
の
村
慨
に
大
な
る

柳
が
あ
っ
た
か
ら

ω朽
と
な
っ
た
と
あ
る
。

ヤ
ナ
ギ
ハ
ラ

柳
原
判
付
ギ

行

川
制
一
此
ケ
庄
中

ハ
部
世
間
名
〉
の
州
内
で
あ
っ
た
。

苛
は
金
仰
千
日
間
の

街
路
か
ら
こ
の
間
山
ま
で
柳
が
多
〈
沿
道
に
拙
ゑ
ら
れ

て
ゐ
た
。
も
と
隙
内
聞
の
支
阻
に
開
削
す
る
札
持
の
乞

食
が
小
践
を
作
っ
て
雨
誠
を
使
い
で
阿
る
加
で
あ

っ
た
。

ヤ
ナ
ミ

矢
並

J
ヤ
ナ
ミ
矢
彼
。

ヤ
ナ
ミ

屋
波
長
引
武
家
的
に
、
天
正
六
年
長
辿

認
の
戦
う
た
間
山
々
の
う
ち
に
、
棚
木
・相
川
・産
設
と

犯
す
る
。
康
被
は
臥
笠
郡
矢
披
の
践
で
あ
ら
う
。

ヤ
ナ
ミ
ガ
ハ

矢
波
川

↓
テ
ラ
〆
ガ
ハ
寺
川

川
川

Oヤ
ナ
ミ
ヤ
マ
矢
波
山

風
豆
郡
矢
技
部
訴
の
東

北
方
に
在
る
山
。
日
さ
一
三
六
米
。
地
、
仇
第
三
紀
陪
。

ヤ
ネ

屋
根
金
仰
の
城
下
に
於
け
る
人
家
の
屋

ヨタ
，
、
，
‘

艇
は
、
柿
誌
と
批
板
誌
と
お
吋
什
と
の
三
騒
が
あ
っ

た
。
人
待
以
上
の
邸
は
概
ね
柿
封
、
足
畷
・
小
者
な

に
闘
す
る
郁
古
川
。
村
名
問
来
型
に
、『
柳
翻
出
村
は
院

長
十
七
年
倒
翻
村
よ
れ
，

m村
致
候
に
付
、
柳
期
出
村

と
悶
巾
問
巾
僻
候
。
』
と
あ
る
。

ヤ
ナ
ダ
安
ニ
ザ
ダ

梁

田
邦
貞
宰
は
献
育
、
石

間
と
脱
し
た
。
武
州
の
夜
。
石
川
川
筑
故
に

m，ひ
、
指

を
能
く
し
、
亦
天
文
何
訴
に
通
じ
て
ゐ
た
。
加
到
閉
山

に
糾
す
る
こ
と
六
年
で
あ
っ
た
が
、
治
に
仕
を
得
ず

し
て
去
っ
た
。
向
H
M
m
制
後
の
入
。

ヤ
ナ
ミ
矢
波

臥

LF
州
諸
締
郷
に
関
す
る
部
町
問。

承
久
三
年
住
地
の
能
税
凶
山
敏
同
録
に
は
、『
矢
山
村

四
段
』
と
見
え
る
。
能
官
名
跡
志
に
、
『矢
故
村
捕
似

也
。

-
E

々
。
寺
川
舗
と
て
自民
十
二
川
あ
り
。
脇
に
股

嗣
替
と
い
ふ
郁
宗
あ
り
。
村
切
に
法
蝦
穴
と
て
不
思

践
な
る
制
あ
0
0氏
宮
山
王
は
村
中
に
在
。
て
、
組
形

の
山
に
て
風
奴
也
。
此
従
来
に
濯
の
河
川
叫
と
て
、
子

供
の
多
く
泣
怒
夜
々
す
る
印
刷
あ
り
。
地
政
蛍
ん
あ
り
て
、

小
石
多
く
同
町
み
て
あ
り。
』
又
『
矢
伎
の
故
村
に
山
手

一
一虫
昨
に
折
の
M
?
と
い
ふ
あ
り
。
此
村
に
、
脅
無
川

と
い
ふ
に
諜
水
枕
れ
て
、
此
水
を
川
出
み
訓
か
し
用
ふ

れ
ば
、
浮
脈
の
病
治
す
る
こ
と
奇
妙
な
り
。
則
行
法

青
山
闘
の
作
の
観
斡
あ
り。

叡
駿
あ
ら
た
な
り
。
』
と
記

す
る
。

ど
は
誌
誌
で
、
そ
の
中
間
の
平
士
以
下
歩
以
上
、
及

び
町
家
な
ど
は
剥
板
で
あ
っ
た
。
剥
板
は
草
棋
又
は

杉
材
を
長
さ
六

O
艇
許
に
切
り
、
原
さ

0
・七
樫
、
幅

一
O
纏
乃
京
一
宏
纏
の
板
に
剥
い
だ
も
の
を
別
べ

、

印
刷
筏
を
約
き
、
川
石
で
抑
さ
へ
た
。

ヤ
ノ
ザ
歩
へ
イ
矢
野
策
卒

簡
は
祭
倫
。
本
多

氏
の
医
で
職
五
十
石
を
受
け
、性
白
直
に
し
て
恭
却
、

邸
に
臨
ん
で
果
断
、
筑
波
を
紹
い
で
武
技
を
能
〈

し
、
金
ね
て
飯
札
に
巧
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年
十
一

且
官
三
日
間
志
と
共
に
、
放
古
木
多
政
均
の
仇
官
野

帥
棚
古
田
を
討
ち
、
五
年
十
一
且
四
日
自
裁
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
平
年
四
十
六
。

ヤ
ノ
シ
ヨ
ザ
エ
モ
ン
矢
野
所
左
衛
門

尾
践
の

人
。
前
間
利
常
夫
人
の
仰
と
し
て
束
。
、
後
滞
医
と

な
っ
て
二
百
五
十
石
を
受
け
ベ
総
士
系
糾
六
百
石
に

作
る
ou大
坂
一
件
役
に
出
削
し
、
五
且
七
日
黒
門
内
に

て
討
死
し
た
。
清
武
左
衛
門
名
跡
を
裂
ぎ
、
子
孫
滞

に
靴
製
す
る
。

ヤ
ノ
ネ
パ
シ

矢
ノ
根
橋

金
仰
総
然
但
に
、『
矢，

棋
縮
、
卯
反
八
幡
前
也
』
と
あ
る
。
今
の
宇
多
約
一
利

社
前
に
在
っ
た
の
で
あ
る
が
、
現
時
は
域
内
に
在
ろ

も
の
を
抑
制
し
て
ゐ
ろ
。

ヤ
ハ
ギ
矢
作

石
川
初
出
依
正
に
臨
す
る
邸
前
。

廻
同
総
記
に
、『
こ
よ
ひ
は
矢
は
ぎ
の
里
と
い
へ
る
曜

に
や
ど
り
け
る
に
践
の
且
を
な
が
め
て
、
こ
よ
ひ
し

も
矢
は
ぎ
の
里
に
ゐ
て
ぞ
見
る
夏
も
末
な
る
弓
磁
の

月
。
』
と
あ
る
。
琵
永
誌
に
は
、
矢
作
村
鎖
の
門
に
殿

の
土
肢
が
あ
っ
て
、
笛
慢
の
家
臣
際
関
仲
日
と
い
」

者
が
居
た
と
記
L
、
石
川
紡
宙
遊
記
に
、
こ
の
地
中

古
矢
人
の
居
た
間
別
で
あ
る
と
す
る
。

ヤ
ハ
ズ
ジ
マ
矢
筈
Q

J
カ
リ
マ
タ
ジ
マ

即

股
烏
。
ヤ
ハ
h
F

八
幡
能
楽
部
慨
披
郷
に
邸
す
る
柑
m
w問。

八

邑
名
は
λ
幡
宮
あ
る
に
よ
る
。

ヤ
ハ
h
F

八
幡

石

川
部
河
内
庄
に
印
刷
す
る
部
孫
。

=
一
宮
古
記
康
永
四
年
統
鏑
山
内
式
に
入
怖
在
家
人
云
々

と
掛
川
せ
て
あ
る
。
郷
村
名
義
抄
に
、
首
へ
春
日
村
と

い
う
た
が
、
録
公
か
ら
偽
附
八
怖
を
制
約
し
て
後
八

服
村
と
な
っ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
春
日
村
と
僻
へ
た

こ
と
は
限
れ
で
な
い
。
村
の
束
悶
方
に
仙
大
寺
民
蚊

の
地
獄
が
あ
る

o
X刀
の

n釘
若
し
く
は
弓
の
材
料

に
供
す
る
庇
竹
肢
が
あ
っ
て
、
滞
有
の
御
林
で
あ
っ

た
o
加
賀
古
跡
考
に
、
こ
の
竹
林
は
天
正
巾
古
川
市
定

苦
が
山
城
八
慌
の
怖
を
移
航
し
た
に
起
。
、
今
付
市
神

ら
弓
を
製
す
る
に
用
ひ
る
と
あ
る
。
俗
院
に

『
八
腕

三
，
宮
の
仇
切
ろ
と
き
は
一
塁
脅
す
る
こ
里
怒
〈
。
』

ヤ
ハ
タ
八
幡
河
北
郡
五
ケ
応
に
印
刷
す
ろ
部
活
。

ヤ

ハ

タ

八
億

羽

咋

加
山
木
院
に
あ
る
邸
前
。

ヤ

ハ

生

八
幡

随

日

制
八
郎
新
岐
に
闘
す
ろ
郎

訴。

J

Y

Y
ジ
ヨ
ウ
新
庄
門
出
白
川
)
。

ヤ
ハ
生
八
億

臥

主
側
楠
山
庄
に
闘
す
ろ
部
前
。

ヤ
ハ
h
F
ガ
ハ

八

幡
川

邸
内
川州
内
町
の
さ
ん
た

ん
谷
内
か
ら
川
で
、
大
川
制
の
悦
に
入
る
。
統
制
問

F
F
o
 

F
t
 

ヤ
ハ
タ
ガ
マ
八
幡

窯

能

尖
似
入
岬
酬
の
土
山
に

起
し
た
削
紫
で
、
天
保
八
年
若
杉
安
右
術
門
の
純
符

し
た
若
杉
怒
川
が
火
災
に
縫
っ
た
犯
、
こ
a
A

に
移
議
し

た
も
の
で
あ
る
。
税
絞
甚
だ
院
大
で
あ
っ
た
が
、
日

右
衛
門
に
表
。
て
長
兆
に
傾
き
、
明
治
八
年
に
陵
町
T

し
た
。ヤ
ハ
h
F

ザ

ス

八

幡
産
主

刑制可
制
即
日
木
川
町
に
回

す
る
部
軒
。

ヤ
ハ
h
F
シ
ン
ジ
ヨ

ウ

八

幡
新
庄

出
品
川
に
在

っ
て
、
承
久
三
年
性
能
の
能
積
附
川
敏
円
録
に
、『
八

崎
新
庄
鷲
川
』
と
見
え
る
。
後
川
亦
入
岬
刷
新
庄
が
あ

る。

五


